
省エネ基準適合義務化
について

2021年11月5日

開始時刻までしばらくお待ちください。

断熱推奨仕様のご提案

水準
【新】

断熱等性能等級5
HEAT20 G1 HEAT20 G2

天井
アクリアマット
14K155mm

アクリアＲ５７
20K200mm

アクリアマット
14K155mm×2層

壁
アクリアネクスト
14K105mm

アクリアネクストα
20K105mm

アクリアウールα
36K105mm

床
アクリアUボードピンレスS

20K90mm
アクリアUボードピンレスS

20K90mm
アクリアUボードピンレスα

36K105mm

玄関土間
基礎立上り

外気側 ー ー ー

床下側 ー ー ー

浴室土間
基礎立上り

外気側 R：1.7 R：1.7 R：1.7

床下側 R：1.7 R：1.7 R：1.7

開口部(窓) U値 2.33 2.33 1.6

開口部(ドア) U値 2.33 2.33 1.6

外皮平均熱貫流率
UA値

0.59 0.56 0.46

平均日射熱取得率
ηAC値

2.5 2.4 1.9

外皮UA基準 0.6 0.56 0.46



省エネ基準の適合義務化

パリ協定を踏まえた地球温暖化対策

○ 2015年７⽉、2030年度に2013年度⽐で温室効果ガスを
26.0％減⽬標を位置付けた「⽇本の約束草案」を地球温暖
化対策推進本部において決定、国連気候変動枠組条約事
務局に提出。

○ 2015年12⽉、COP21（気候変動枠組条約 第21回締約
国会議）において、全ての国が参加する2020年以降の温
室効果ガス排出削減等のための新たな国際枠組みとして、パ
リ協定を採択。

○ パリ協定を踏まえ、「⽇本の約束草案」で⽰した中期⽬標
（2030年度削減⽬標）の達成に向けて、地球温暖化対策
計画を策定（2016年5⽉13⽇閣議決定）。

※ 温室効果ガスには、上記エネルギー起源CO2のほかに、⾮エネルギー起
源CO2、⼀酸化⼆窒素、メタン等があり、これらを含めた温室効果ガス全
体の削減⽬標が▲26.0％

2013年度
実績

2030年度
⽬安 削減率

全体 1,235 927 ▲25％
産業部⾨ 429 401 ▲7％
住宅・建築物分野 480 290 ▲40％

業務その他部⾨ 279 168 ▲40％
家庭部⾨ 201 122 ▲39％

運輸部⾨ 225 163 ▲28％
ｴﾈﾙｷﾞｰ転換部⾨ 101 73 ▲28％

エネルギー起源CO2の各部⾨の排出量の⽬安

2021年4⽉22⽇に2030年度の
温室効果ガスを2013年度と⽐べ
て46%削減するという⽬標を発表

4

国⼟交通省より



新たな地球温暖化対策計画(案)における削減目標
5

省エネ関連基準の今後
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住宅に係る省エネ対策等の強化の進め方【抜粋】
7

2022年 住宅性能表⽰制度における多段階の上位等級の運⽤
建築物省エネ法に基づく誘導基準の引き上げ

BEI＝0.8及び強化外⽪基準
エコまち法に基づく低炭素建築物の認定基準の⾒直し

省エネ性能の引き上げ、再エネ導⼊によるZEHの要件化
脱炭素先⾏地域の取組に対する⽀援

2023年 フラット35における省エネ基準適合要件化（等級2⇒等級4相当）
分譲マンションに係る住宅トップランナー基準の設定（⽬標2025年度）

BEI＝0.9程度及び省エネ基準の外⽪基準

2024年 新築住宅の販売・賃貸時における省エネ性能表⽰の施⾏

2025年 住宅の省エネ基準への適合義務化
住宅トップランナー基準の⾒直し（⽬標2027年度）

BEI＝0.8程度及び強化外⽪基準（注⽂住宅以外のトップランナー）
BEI＝0.75及び強化外⽪基準（注⽂住宅トップランナー）

遅くとも
2030年

誘導基準への適合率が8割を超えた時点で省エネ基準を
ZEH基準（BEI＝0.8及び強化外⽪基準）に引き上げ・適合義務付け

あわせて2022年に引き上げた誘導基準等の更なる引き上げ
新築⼾建住宅の60%に太陽光発電設備が設置

各断熱水準
8

断熱⽔準
地域区分 外⽪平均熱貫流率UA値 [W/(㎡・K)]

1 2 3 4 5 6 7 8

省エネ基準 0.46 0.56 0.75 0.87 設定
なし

ZEH＜強化外⽪基準＞ 0.4 0.5 0.6

ZEH＋＜選択要件＞ 0.3 0.4 0.5

HEAT20 G1 0.34 0.38 0.46 0.48 0.56 -

HEAT20 G2 0.28 0.34 0.46 -

HEAT20 G3 0.20 0.23 0.26 -



改正建築物省エネ法の概要
9

改正建築物省エネ法の概要
10

＜2021年4⽉1⽇正式施⾏＞

経済産業省HPより

現⾏制度 改正法
建築物 住宅 建築物 住宅

⼤規模
(2,000m2以上)

適合義務
【建築確認⼿続きに連動】 届出義務

【基準に適合せず、
必要と認める場合、

指⽰・命令等】

適合義務
【建築確認⼿続きに連動】

届出義務
【基準に適合せず、
必要と認める場合、

指⽰・命令等】

所管⾏政庁の審査⼿続
を合理化

⇒監督(指⽰・命令等)
の実施に重点化

中規模
(300m2以上

2,000m2未満)

届出義務
【基準に適合せず、
必要と認める場合、

指⽰・命令等】

適合義務
【建築確認⼿続きに連動】

⼩規模
(300m2未満)

努⼒義務
【省エネ性能向上】

努⼒義務
【省エネ性能向上】

努⼒義務
【省エネ基準適合】

＋
建築⼠から建築主への

説明義務

努⼒義務
【省エネ基準適合】

＋
建築⼠から建築主への

説明義務

トップランナー制度※

【トップランナー基準適合】

対象住宅

持家 建売⼾建

トップランナー制度※

【トップランナー基準適合】
対象の拡⼤

対象住宅

持家 建売⼾建
注⽂⼾建

貸家 賃貸アパート

特定建築物 特定建築物

※⼤⼿住宅事業者について、トップランナー基準への適合状況が不⼗分であるなど、省エネ性能の向上を相当程度⾏う必要があると認める場合、国⼟交通⼤⾂の勧告・命令等の対象とする。



省エネ基準の概要
11

説明義務制度の対象
12

国交省資料より

１．対象範囲
床⾯積（開放性を有する部分を除く）の合計が300m2未満の建築物（住宅、
⾮住宅建築物及び複合建築物のいずれも対象）の新築及び増改築

※適⽤除外の建築物
• 居室を有しないこと⼜は⾼い開放性を有する（空調設備が不要）建築物（畜舎、⾃動⾞⾞庫

等）
• ⽂化財指定された建築物など
• 仮説建築物
• 10m2以下の建築物の新築、300m2以上⼜は10m2以下の増改築

２．対象時期
令和3年4⽉1⽇（施⾏⽇）以降に建築⼠が委託を受けた建築物の設計



建築士の省エネ基準への習熟状況等
13

建築⼠事務所に対して、省エネ基準への習熟状況についてのアンケート調査。
計算または仕様基準により建築⼠⾃ら基準適合を確認できる割合は５〜６割程度。業務委託や習熟
予定等を含めると９割以上が義務化への対応準備中。

住宅

⾮住宅建築物

調査⽅法︓建築⼠事務所および住宅瑕疵担保責任保険への加⼊業者に対し、郵送にてアンケート実施
(令和3年2⽉〜3⽉末時点、有効回答19,333件)国交省資料より

説明義務制度の運用状況(事業者アンケート)
14

国交省資料より
調査⽅法︓建築⼠事務所に対し、郵送にてアンケート実施(令和3年6⽉〜9⽉24⽇時点)

 説明義務制度の開始以降に契約した住宅のうち、約65％において建築⼠から省エネ住宅に関する
説明と書⾯交付が⾏われている。

 建築主に対して説明を⾏い書⾯交付した場合、約9割が省エネ基準に適合しているが、説明不要の
意思表⽰書⾯があった場合には約7割と減少した。



省エネ住宅に対する消費者の声
15

※国⼟交通省によるアンケート調査（令和3年7⽉〜令和3年9⽉24⽇時点）300m2未満の⼀⼾建て注⽂住宅の建築主に対して回答を依頼。

国交省資料より

 建築主⾃⾝の意向で当初より省エネ基準適合⼜はより省エネ性能の⾼い住宅を建てる予定であっ
たと回答した⽅は67％

 建築⼠からの情報提供等の説明を受けて省エネ基準適合⼜はより省エネ性能の⾼い住宅を建てる
ことにしたと回答した⽅は24％

→9割を超える⽅が省エネ基準に適合した住宅を建てることを受け⼊れている

カテゴリー名 回答数 ％

説明を受ける前から、省エネ性能の⾼い住宅を建てる予定であった 616 66.9%

説明を受けたことで、省エネ性能の⾼い住宅を建てることにした 224 24.3%

説明を受けても省エネ性能の⾼い住宅を建てるには⾄らなかった 80 8.7%

無回答 1 0.1%

全体 921 100%

より高い省エネ性能への適合率(令和元年度)
16

新築 省エネ基準適合率 ZEH基準レベルの省エネ性能
(BEI=0.8＆強化外⽪)への適合率

住宅 81% 14%

⼤規模 68% 0%

中規模 75% 2%

⼩規模 87% 22%

新築 省エネ基準適合率 ZEB基準レベルの省エネ性能(⽤途
に応じてBEI=0.8/0.7)への適合率

建築物 98% 26%

⼤規模 （適合義務化） 32%

中規模 97% 21%

⼩規模 89% 3%

※住宅・建築物のエネルギー消費性能の実態等に関する研究会とりまとめ(H30.3.30)における平成27年度基準適合率と同様の⽅法で算出
※⼯場・倉庫を含む

国交省資料より



ZEHの供給状況
17

ちなみにZEHロードマップでは…
●2020年⽬標

新築注⽂⼾建住宅の過半数でZEHを実現
●2030年⽬標

新築住宅の平均でZEHを実現

国交省資料より

住宅の外皮基準の国際比較
18

日本（省エネ基準）

日本（新・等級５）

0.36
0.38

0.460.48

0.56HEAT20 G1

HEAT20 G2

0.28
0.34

0.46

国交省資料より



家庭用 用途別エネルギー消費量の国際比較
19

⽇本の暖房の消費量は特に少なく、給湯の消費量が多い。他国は⻑時間暖房する習慣であ
るのに対し、⽇本は居室にいるときだけ暖房する間歇暖房が主流。

※アメリカ（その他）︓調理、照明、家電が含まれる 出典︓各国の統計データをもとに住環境計画研究所作成

国交省資料より

各水準におけるEB(Energy Benefit)の比較
20
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省エネ基準
居室間歇暖房

G1⽔準
居室間歇暖房

G2⽔準
居室間歇暖房

G3⽔準
居室間歇暖房

約40％削減
約55％削減

約75％削減

0

50

100

150

省エネ基準
居室間歇暖房

G1⽔準
全館連続暖房

G2⽔準
全館連続暖房

G3⽔準
全館連続暖房

約50％増加
おおむね同等

約40％削減

6地域



住宅性能表示制度の
省エネ上位等級の創設

住宅性能表示制度における基準
22

国交省資料より



住宅性能表示制度における上位等級の創設
23

国交省資料より

上位等級の新設（長期優良住宅）
24

国交省資料より



断熱等性能等級5及び一次エネ消費量等級6の基準案
25

国交省資料より

住宅の省エネ性能の
光熱費表示

26



住宅の省エネ性能の光熱費表示
27

光熱費表示イメージ
28



目安光熱費の計算方法
29

アクリア推奨仕様

30



新・断熱等性能等級5の仕様例
31

6地域

天井

14K 155mm (R4.1)

壁

14K 105mm (R2.8)

床（剛床）

20K 90mm (R2.5)
S

玄関土間
外気側 ー

床下側 ー

浴室土間
外気側 R：1.7

床下側 R：1.7

開口部(窓) U値 2.33

開口部(ドア) U値 2.33

外皮平均熱貫流率 UA値 0.59

平均日射熱取得率 ηAC値 2.5

UA値基準 0.6

HEAT20 G1 仕様例
32

天井

20K 200mm (R5.7)

壁

20K 105mm (R3.1)

6地域

玄関土間
外気側 ー

床下側 ー

浴室土間
外気側 R：1.7

床下側 R：1.7

開口部(窓) U値 2.33

開口部(ドア) U値 2.33

外皮平均熱貫流率 UA値 0.56

平均日射熱取得率 ηAC値 2.4

UA値基準 0.56

床（剛床）

20K 90mm (R2.5)
S



HEAT20 G2 仕様例
33

天井

14K 155mm×2層
(R8.2)

壁

36K 105mm (R3.3)

床（剛床）

36K 105mm (R3.3)

6地域

玄関土間
外気側 ー

床下側 ー

浴室土間
外気側 R：1.7

床下側 R：1.7

開口部(窓) U値 1.6

開口部(ドア) U値 1.6

外皮平均熱貫流率 UA値 0.46

平均日射熱取得率 ηAC値 1.9

UA値基準 0.46

アクリアαのご紹介

34



『アクリア』と『アクリアα』
35

アクリアネクスト

繊維径約4ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.038W/m・K
(密度14kg/m3)

アクリアα

繊維径約３ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.032W/m・K(密度36kg/m3)

0.034W/m・K(密度20kg/m3)

⼀般のグラスウール

繊維径約８ミクロン
熱伝導率 (λ)

0.050W/m・K
(密度10kg/m3)

最新の細繊維化技術によってすぐれた断熱性能を実現

0.050 
0.038 0.034 0.032 

0

0.02

0.04

0.06

⼀般のグラスウール
10㎏／㎥

アクリアネクスト
14㎏／㎥

アクリアα
20㎏／㎥

アクリアα
36㎏／㎥

細く均⼀な
繊維径により
断熱性能を
さらに向上︕

熱伝導率⽐較

『アクリア』と『アクリアα』
36

柱厚み105mmにおける熱抵抗値の⽐較

3.3

3.1

2.8

2.1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5

⼀般のグラスウール10K

アクリアネクスト14K

アクリアα20K

アクリアα36K

細繊維により
断熱性能が

向上︕

チクチク感も
低減



アクリアの基本性能
37

⻑期耐久性
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アクリアネクスト14K85mm                 

(防湿層ﾌｨﾙﾑ側）
吹付け硬質ウレタンフォーム

A種3 60mm
押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

3種ｂ 50mm

管
内
法
垂
直
入
射
吸
音
率

周波数（Hz）

⾼い吸⾳性

安全性 不燃性

アクリアウールα
38

防湿シート別張りタイプの製品

熱伝導率
20K︓0.034

[W/(m･K)]
36K︓0.032

[W/(m･K)]

⽤途 壁・天井・床の断熱

仕様 ポリエチレンフィルムに包まれていない
グラスウールです。 特⻑

○⾼性能グラスウールです。
○⼿触りもソフト、従来のグラスウールの

チクチク感がほとんどありません。



アクリアネクストα
39

JIS A 6930同等50ミクロン厚の防湿フィルム付

熱伝導率
20K︓0.034

[W/(m･K)]

⽤途 壁の断熱

仕様

特⻑

○⾼性能グラスウールです。
○⾼い防湿性能を有しています。

(JIS A 6930同等(厚さ50μ))
○従来のグラスウールに⽐べてフィルム⽿幅が広く

なっており、施⼯性に優れています。
○6⾯パックの“フルパック仕様”です。

アクリアマットα
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18ミクロン厚の防湿フィルム付 （別張り防湿シート施⼯を推奨）

熱伝導率
20K︓0.034

[W/(m･K)]

⽤途 天井の断熱

仕様

特⻑
○⾼性能グラスウールです。
○従来のグラスウールに⽐べてフィルム⽿幅が広く

なっており、施⼯性に優れています。
○6⾯パックの“フルパック仕様”です。



アクリアR57
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⽤途 天井の断熱

仕様

特⻑
○⾼性能グラスウールです。
○厚さ200mmの1層で、省エネ基準(仕様基準)1･2

地域の天井に要求される熱抵抗値5.7m2･K/Wを
達成します。

厚さ200mmの1層で熱抵抗値5.7m2・K/Wを実現

熱伝導率
20K︓0.035

[W/(m･K)]

熱抵抗値
5.7

[m2・K/W]

アクリアEブロー
42

吹込みタイプのアクリア。専⾨⼯事業者による安⼼施⼯

⽤途 天井、屋根、壁の吹込み⽤断熱材

特⻑

○専⾨⼯事業者による安⼼の断熱⼯事です。
○隙間なく、すみずみまで断熱材が施⼯できます。

天井の吊⽊や配線まわりにも確実に施⼯できま
す。

○断熱材を厚く吹込んでも軽量ですので、天井への
負担が少なく済みます。

○既存住宅への断熱改修⼯事に最適です。

仕様 グラスウールを⼩塊状に加⼯した吹込み
(ブローイング)⼯法専⽤の断熱材です。

熱伝導率
10K︓0.052

[W/(m･K)]



アクリアUボードピンレスα
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不織布のついた透湿性床⽤断熱材 受け⾦具は基本的に不要、剛床タイプ

熱伝導率
36K︓0.032

[W/(m･K)]

⽤途 床の断熱

特⻑

○⾼性能グラスウールです。
○施⼯性に優れています。付属の不織布を⼤引き・⼟台にタッカー針などで留めます。専⽤の受け⾦具など

は基本的に不要です。（2×4、間くずれした部分でご使⽤になる場合には、受け⾦具を使うことができます。）
○適度な弾⼒性があり、隙間のない断熱施⼯が可能です。
○透湿性があります。アクリアUボードピンレスは、

⽔蒸気を通しやすい素材ですので、床合板の湿気を逃します。
必ず、不織布を下に向けて施⼯してください。

仕様

不織布のついた透湿性床⽤断熱材です。

ご清聴ありがとうございました
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